
令和８年度の取組みについて 

 

１．尼崎 21世紀の森づくり協議会での主な報告・協議事項の予定 

 

（１）尼崎 21世紀の森構想エリアにおける「共創」によるまちづくりの推進について 

森構想においては、展開期から概成期へ変わる時期に差し掛かるなか、森構想エリ

アの新たな価値や魅力の創出に向けた取組を展開していくにあたり、森構想のテーマ

である「森と水と人が共生する環境創造のまち」の実現に向けた将来像や取組イメー

ジを森構想エリア内外の多様な主体で共有し、ともに取り組んでいく必要がある。 

そのため、令和７年度は、これまでの参画と協働・共創の取組実績の整理（取組年

表の作成）やヒアリングを実施し、今後の「共創によるまちづくりの推進に向けた考

え方」をとりまとめるところである。 

以上を踏まえ、令和８年度は、森構想推進に関わる各主体間の対話によるボトムア

ップ型のプロセスを通じて共創によるまちづくりの推進イメージをとりまとめると

同時に、各主体間の相互理解や将来像を共有する機会を通じて、今後の連携促進や取

組の展開のための機運醸成を図ることを目的として、以下に取組む。 

 

① 新たなつながりづくりに向けたヒアリング調査 

・次世代を担う主体やこれまで関わりのなかった主体など、新たなつながりづ

くりに向けたヒアリング調査を行う。 

② 森構想推進に向けた意見交換会等の実施 

・各主体の取組状況の共有や森構想エリアの今後のまちづくり等について、森

構想推進にかかわる活動団体、森の会議や企業版森の会議の参加者、行政等

が一堂に会する意見交換会等を実施する。 

③ 共創によるまちづくりの推進イメージのとりまとめ 

・以上の結果をふまえ、森構想エリアの将来像や取組のアイデア等を、共創に

よるまちづくりの推進イメージとしてとりまとめる。 

 

 

２．森構想の推進に向けた阪神南県民センターの主な取組み 

 

①  森づくり 20周年記念イベント(新規) 

植樹 20 周年を迎える尼崎の森中央緑地にて、森と運河を繋ぐ多世代交流イベント

を開催。また、森づくり 20周年記念として、樹木の生長を記載した冊子やノベルティ

グッズ等も作成。 

 ・実施時期：令和８年 11月 1日（日） 

 ・開催場所：尼崎の森中央緑地 
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②  栄養循環ワークショップ（拡充） 

「尼崎 21世紀の森づくり」に向けた取組の一環として、循環型社会の実現に向けた

システムを学ぶ栄養循環ワークショップを開催。 

 ・実施回数：各１回 

・開催場所：北堀キャナルベース（運河の循環）、尼崎の森中央緑地（森の循環） 

 

③  環境学習フェア 2026（継続） 

企業・団体によるブース出展やワークショップなど、森構想エリア内の環境学習の

取組みをエリア内外に広く情報発信するフェアを開催。 

・開 催 日：令和８年７月 29日(水) 

・開催場所：尼崎市立中央北生涯学習プラザ 

 

 

 

 


